
　
郷
土
の
偉
人
を
紹
介
す
る
た

め
に
、
平
成
26
年
阿
南
市
文
化

協
会
か
ら
「
阿
南
市
の
先
覚
者

た
ち
第
１
・
２
集
」
が
刊
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
阿
南
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
人
た
ち
の
偉
業
を
顕
彰
し
、

後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
に
、
27

人
の
先
覚
者
た
ち
を
奇
数
月
に

掲
載
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

日
下
八
光
は
明
治
32
年
（
１
８
９
９
）、

那な

賀か

郡ぐ
ん

羽は

ノの

浦う
ら

村そ
ん

（
現
阿
南
市
羽
ノ
浦
町

岩い
わ

脇わ
き

）
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
絵

を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た
日
下
は
、
県
立

富
岡
中
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
美
術
学
校

（
現
東
京
芸
術
大
学
）
日
本
画
科
に
進
学

す
る
。

　

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
日
本
画
科
研

究
科
を
修
了
し
、昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）

東
京
美
術
学
校
の
嘱
託
と
な
る
。
昭
和
４

年
（
１
９
２
９
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

同
校
の
嘱
託
を
受
け
朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

博
物
館

で
、
敦と
ん

煌こ
う

・
ト
ル
フ
ァ
ン
お
よ
び
高こ

う

昌し
ょ
うの

壁
画
の
模
写
に
従
事
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
５
年
（
１
９
３
０
）
か
ら
、
東
京
帝て
い

室し
つ

博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
）
で
各
種

の
古こ

画が

の
模
写
を
行
う
。
こ
の
頃
、
帝
国

美
術
院
展
に
て
作
品
が
次
々
と
入
選
す
る

ほ
か
、
各
種
展
覧
会
に
出
展
し
、
日
本
美

術
界
に
大
き
な
功
績
を
残
す
。

　

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
こ
れ
ま
で
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
東
京
美
術
学
校
助
教

授
、
翌
年
、
同
校
の
教
授
に
就
任
。
昭
和

29
年
（
１
９
５
４
）
か
ら
３
年
間
、
文
化

財
保
護
委
員
会
の
嘱
託
に
よ
り
、
宇う

治じ

平び
ょ
う

等ど
う

院い
ん

鳳ほ
う

凰お
う

堂ど
う

の
解
体
修
理
に
際
し
、
装
飾

画
の
模
写
と
復
元
作
業
に
携
わ
っ
た
。

　

さ
ら
に
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
か
ら

文
化
庁
の
嘱
託
に
よ
り
、
福
岡
県
の
玉た
ま

塚づ
か

古
墳
の
壁
画
の
模
写
と
復
元
を
行
っ
た

後
、
九
州
・
関
東
・
東
北
地
方
の
数
多
く

の
装
飾
古
墳
の
複
写
と
復
元
に
従
事
し
な

が
ら
、
美
術
教
育
の
指
導
・
研
究
を
継
続

し
た
。

　

後
日
、
日
下
と
共
に
古
墳
の
壁
画
の
模

写
・
復
元
に
携
わ
っ
た
画
家
は
、
日
下
の

仕
事
に
対
す
る
態
度
を
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

「
日
下
の
徹
底
し
た
仕
事
ぶ
り
は
模
写
の

方
法
に
も
現
れ
、
セ
ロ
ハ
ン
を
壁
に
当
て

て
残
さ
れ
た
線
と
点
を
一
点
一
点
写
し
取

る
と
い
う
精
巧
極
め
た
根
気
の
い
る
作
業

を
し
て
い
た
。」

　

日
下
は
、
東
京
芸
術
大
学
移
行
後
の
昭

和
42
年
（
１
９
６
７
）
に
退
官
す
る
ま
で

教
鞭
を
取
り
、
翌
年
同
大
学
の
名
誉
教
授

と
な
っ
た
。
在
職
中
、
日
下
が
学
生
の
指

導
・
模
写
に
対
す
る
心
構
え
と
し
て
「
と

も
あ
れ
講
義
に
差
し
支
え
の
な
い
よ
う
に

春
と
夏
、
そ
れ
に
冬
の
休
み
を
全
部
使
っ

て
模
写
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
引
き
受

け
た
か
ら
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
模
写
と

は
違
っ
た
精
密
さ
を
追
求
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。」
と
決
意
を
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
日
下
は
石
室
の
な
か
に
終

日
こ
も
り
、
一
旦
模
写
を
始
め
る
と
食

事
を
取
る
時
間
も
惜
し
ん
で
、
途
中
で

筆
を
置
く
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）

か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
古
代
美
術
研
究

の
た
め
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を

旅
行
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
日
下
が
文
化
庁
か
ら
依
頼

さ
れ
作
成
し
た
装
飾
古
墳
の
模
写
の
す

べ
て
は
、
国
立
博
物
館
に
移
管
さ
れ
て

い
る
。

　

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
10
月
か
ら

同
６
年
（
１
９
９
４
）
に
か
け
て
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
の
開
館
10
周
年
記
念

と
し
て
、主
催
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・

朝
日
新
聞
社
、
後
援
文
化
庁
で
、「
装

飾
古
墳
の
世
界
」
の
展
覧
会
が
開
催
さ

れ
た
。
展
覧
会
の
作
品
は
、
日
下
八
光

の
40
年
以
上
に
及
ぶ
壁
画
の
模
写
と
複

製
の
大
事
業
を
中
心
に
公
開
さ
れ
た
。

こ
の
展
覧
会
に
は
20
万
の
人
々
が
訪
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

生
涯
、
日
本
画
の
指
導
・
制
作
・
装

飾
古
墳
の
模
写
・
復
元
に
取
り
組
ん
だ

日
下
は
、
平
成
８
年
（
１
９
９
６
）、

96
歳
の
天
寿
を
全
う
し
た
。

第12回装
飾
古
墳
模
写
の
先
駆
者

日
下
　
八
光
　
氏

問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課　

☎
22

−

１
７
９
８

　
次
回
か
ら
は
、
阿
波
公
方
に
つ
い
て
を
紹
介

し
ま
す
。
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